
 

 

 

第６学年２組 総合的な学習の時間学習指導案 

第６学年２組 31 名

授業者 塩崎 裕也 

１ 単元名 「未来をつくる私たち」 

 

２ 単元の目標 

  環境問題や人権問題を自分の問題としてとらえ、問題を解決するためにできることを協動的に考え、

多角的な視点で調査・追究し、自分たちなりの行動計画をもとに実践活動に取り組むことができる。 

３ 評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 単元について 

  本単元では、５年生までに学習してきたＳＤＧｓの視点で世界や日本の諸問題について考え、身近

な生活の中で自分にもできる活動を計画し、実践することを目標としている。これまで、国語科や総

合的な学習の時間等で学習してきた、自分の一番伝えたい事柄を決めたり、テーマに対して考えを広

げたりするウェビングの手法を使い、学習課題に対して興味・関心をもたせていく。 

一人一人の児童が、自分のよさや可能性を認識するとともに、多様な人々と協働しながら多面的・

総合的に考えて活動することを通して、持続可能な社会を実現する一員となる意識を高めることをね

らいとしている。 

 

５ ＳＤＧｓとの関連 

［関連目標①］ 貧困の原因や貧困がない社会をつくるための取り組みを知ることは、目標達成のた

めに一人一人が実際に行動を起こすことの重要性に気付くことができる。 

［関連目標⑩］ 国家間の格差や人々の不平等感に関することを知ることは、偏見や差別を行わない

ようにする意識を向上させることができる。 

［関連目標⑮］ 森林破壊や様々な生物が絶滅していっている現状について知り、森林の生命を維持

する重要性について理解することができる。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① ウェビングを使ってＳＤＧｓ

に関する学習活動を構想し、

ＫＪ法的な手法を使って課題

を設定している。 

② 学校・家庭・地域における自

分の生活を見つめ直し、問題

の解決に向けた学習計画を

立てている。 

①収集した情報を必要に応じて

取捨選択・整理し、自分たちに

できることを考えるために、活

用している。 

②伝える目的や相手に応じて、集

めた情報や自分の考えを、筋道

を立てて明確に表現し伝えて

いる。 

 

①自己決定した活動に目的意識

をもって粘り強く取り組み、よ

りよい解決に向けて工夫しよ

うとしている。 

②調査・追究、実践活動を生かし

て、自分の生活を見直し、自分

にできることを主体的に考え

ようとしている。 

 



６ 他教科等との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 児童の実態 

  ６年生児童は、これまでＳＤＧｓに関する学習を繰り返し体験する中で、その意義や世界中で課題

の解決に向けた様々な取り組みがなされていることを知り、理解を深めてきた。 

５年生では、身近な環境である「ふるさとの浜辺公園」で回収した海ゴミや水質調査の結果を学校

内外に発信したり、「ＮＯストローＤＡＹ」を計画・実践したりする活動に取り組んできた。これらの

活動を通して、世界が抱える課題解決のために自分たちにもできることがあることを実感し、様々な

課題について、「自分ごと化」して具体的な行動を思い描く児童が増えてきている。 

ＥＳＤアンケートの中で、❷未来（生活との関連）、❹伝達（未来を変える可能性）、❻関連（地

域の一員）の数値が高い。これは、昨年度の「ＮＯストローＤＡＹ」で、身近な生活の中でできるこ

とを全校に向けて提案し、初回から９０％を超える高い参加率で活動への賛同を得たことが、成功体

験として結果につながっていると考えられる。 

また、学級としては❺協力と❼参加の数値が高くなっている。これまでの学習経験として、課題に

対して自分たちの生活にも関わる身近なものとして捉え、学習に臨んできたことや協力しながら活動

に取り組めたことが今回の結果につながっていると考える。 

一方で、「目的や見通しをもって計画を立てることができる」や「地域の一員として自分にもできる

ことはあると思う」の項目については、数値が低く出ている。このことから、本時では、自分たちに

は何ができるのかを考えることを通して、実際に実践するための活動計画をよりよいものにするため

の話し合いを行う。一人一人が自身の計画を見直すことで、目的意識や活動への見通しをもって取り

組めるようにした。計画から実際に活動を行い、振り返ることを通して、自分たちにもできることが

あるという意識を高めていきたい。また、国語「私たちにできること」や「みんなで楽しく過ごすた

めに」などで、提案書を作成したり考えを広げたりする活動や社会科などの教科、学校行事などと関

連させていくことを通して、課題解決の力を身に付けることができるように取り組んでいく。 

 ＩＣＴを活用した学習活動では、計画外の指導（文字入力等）に時間を要することがあったり、情

報の収集のみに終始し、情報の適切な選択・活用がなされないまま、発表・発信を行ったりすること

があった。情報活用の実践力を、どのように育成していくかという視点に基づいた指導計画の作成や、

児童によるＩＣＴ活用の指導についても十分に考慮していく必要がある。 

総合的な学習の時間 
「未来をつくる私たち」 

理科 
「私たちの生活と環境」 
・人の生活と自然環境との関
わりに着目して、それらを多
面的に調べる活動を通して、
生物と持続可能な環境との
関わりについて理解を図る。 

「生物と地球環境」 
・生物と水、空気及び食べ物と
の関わりに着目して、それら
を多面的に調べる活動を通
して、人の生活と持続可能な
環境との関わりについて理
解を図る。 

国語科 
「情報と情報をつなげて伝えるとき」 

・目的や意図に応じて、集めた材料

を分類したり関係付けたりして、

伝えたいことを明確にする。 

「私たちにできること」 

・筋道の通った文章となるように

文章全体の構成や展開を考えて、

グループの活動提案書を書く。 

「みんなで楽しく過ごすために」 

・互いの立場や意図を明確にしな

がら計画的に話し合い考えを広

げたりまとめたりする。 

社会科 
「わたしたちの生活と政治」 
・国や地方公共団体の国民生
活における政治の働きを
知り、国民生活の安定と向
上を図る大切な働きをし
ていることを理解する。 

「世界の中の日本」 
・地球規模で発生している課
題の解決に向けた連携・協
力などに着目して、国際社
会において我が国が果た
している役割を考える。 



８ 研究に迫るための手だて 

(1) 児童や授業者が「学びを評価」するための評価方法の手だて 

  ア 総合的な学習の時間では、児童自身が自らの学習活動の状況に気付き、学習活動を改善してい

くことが求められる。自らの状況を的確に評価できれば、修正・改善すべき点が明らかになり、

学習活動はさらに充実することが予想される。そこで、ポートフォリオを用いた自己評価やグ

ループ間での相互評価などを活用し、追究する意欲の向上を図っていきたい。 

そのため、児童自身が学習活動を振り返り、その後の学習活動を見通すことができる評価が大

切であると考える。学習過程「課題設定～調査・追究～実践～成果・表現」の各段階で見通し

をもつことで、解決に向けての追究・活動意欲の向上、持続が期待でき、主体的に学習活動を

進めることができると考えられる。また、児童と教師による評価を相互活用することによって、

学習理解の深まりや自己評価力の高まりも期待できる。 

  イ 学習活動を主体的に進めるためには、自分の活動を振り返り、次の活動を見通すことが必要に

なる。そこで、個人・グループでの実践活動の計画書（ワークシート含）を作成し、目的・内

容・方法・相手などを明確にすることで、学習活動を具体的に見通すことができるようにした

い。学習過程の各段階で、計画書に基づいて学習活動を振り返り、成果や課題、次の活動につ

いて、自分の考えを整理できるようにする。これらの計画書及びワークシートを使うことによ

り、児童は学習活動に見通しをもち、計画の修正・改善ができると考える。 

 

 (2) 学びを深める学習活動の手だて 

  ア 単元の導入において、ウェブ授業「朝日小学生新聞～ＳＤＧｓって何だろう」や、子ども・若

者向けのハンドブック「私たちが目指す世界 子どものためのＳＤＧｓ」（セーブザチルドレン

刊）など、各種コンテンツを用いて、ＳＤＧｓについて改めて学び直す時間を設定した。世界

の現状・現実について知り、日常生活からは想像することが困難な、世界の問題へ目を向ける

ことができ、児童の世界観を広げ、多様性を認める助けになることを期待した。また、その中

から問題を発見し、自分と社会のつながりを感じ、社会の一員としての自覚をもって学習に向

かうことに有効であると考えた。 

  イ 課題設定の段階においては、各教科・領域の学習で活用してきた思考ツール等を活用して、児

童がこれまでに得た情報や既習内容についての考えを深めたり、関連付けたりする活動を取

り入れた。ウェビングやＫＪ法を用いて、一人一人が今年度追究したい内容や取り組みたい活

動を、ＳＤＧｓの観点で整理・統合し、個人・グループの追究テーマを設定した。 

  ウ 総合的な学習の時間を中心に取り組む「未来をつくる私たち」を、ＥＳＤカレンダー（カリキ

ュラム・マネジメント）の中心に位置付け、主に国語・社会科・理科の他教科等との関連をよ

り明確にしていく。教科横断的な視点から、目標や付けたい力、実施内容等をＳＤＧｓの観点

で再整理し、教科の枠を越え、必要に応じて柔軟に内容を取り扱っていく。 

 

 

 

 

 

 



９ 単元の指導計画と評価計画（全４１時間） 

時 目標 主な学習内容 評価 

1 

 

・学習してきたことを振

り返り、今年度の活動につ

いて興味・関心を高める。 

「大森第一未来環境ラボ」 

・昨年の活動について振り返り、印象に残

った内容や追究テーマについて話し合う。 

・昨年度の学習を振り返る

中で、今年度の活動に意欲

をもつことができている。 

2 ・SDGs について学び、今

年の追究テーマについて

考えることができる。 

「SDGs について学ぼう」 

・動画（朝日小学生新聞「SDGs ってなん

だろう」）を見ることを通して、SDGs に

ついて再度学び直す。 

・SDGs について学ぶこと

を通して、追究テーマを考

えることができている。 

3.4 ・自分で選んだアイコン

を分類分けすることや追

究したいテーマについて

決めることができる。 

「SDGs について学ぼう」 

・自分の興味をもったアイコンをもとに、

分類・整理し追究テーマを決定する。 

・進んで SDGs について考

え、追究テーマについて考

えることができている。 

5 ・自分の決めたテーマに

ついて進んで調べること

ができる。 

・多様な見方・考え方をす

ることができる。 

「SDGs について学ぼう」 

・夏休み中の課題（調べ学習） 

・インターネットや本を使用して自分の

興味をもった SDGs について調べる。 

・テーマについて進んで調

べている。 

・調べたことについて、様々

な見方・考え方ができてい

る。 

6.7 

 

・調べてきた情報を共有

し、伝え合い情報を整理す

ることができる。 

・自分たちにできること

は何か具体的に考えるこ

とができる。 

「未来をつくる私たち」 

・各追究テーマに基づいてグループ分け

をする。（下記は SDGs のアイコン番号） 

１組【１・１３・１４】 

２組【１・１０・１５】 

３組【１２・１３・１４】 

・グループのテーマを決め、調べて来たこ

とを伝え合う。 

・情報を伝え合い、整理する

ことができている。 

・自分たちにできることに

ついて考えることができて

いる。 

8~10 ・自分のテーマについて

どのようなことが関連す

るのかを考え、整理するこ

とができる。 

・整理した内容について

グループで話し合い、内容

をまとめることができる。 

「未来をつくる私たち」 

・イメージマップ作りをする。 

・５年生までの学習を生かし、自分たちに

できることを考える。 

・イメージマップを作成す

る中で、テーマについて考

えを整理することができて

いる。 

・友達と協力をしながら内

容をまとめることができて

いる。 

11~14 ・テーマについて現状や

問題点を整理し、解決策に

ついて考えることができ

る。 

・集めた材料を分類した

り関係付けたりして、伝え

たいことを明確にする。 

「未来をつくる私たち」 

・グループで現状・問題点・取り組まれて

いる活動・解決策について考える。 

・自分たちでできるものなのか各自１つ

ずつ考える。 

・何をさらに追究しなければいけないの

かについて考える。 

・現状や問題点を整理し、解

決策を考えることができて

いる。 

・情報を整理し、伝えたいこ

とを明確にすることができ

ている。 



15.16 

本時 

・話し合いを通して、自分

たちの活動について考え、

決定することができる。 

「未来をつくる私たち」 

・グループごとの取り組んでいきたい活

動について話し合い、決定をする。 

・交流した意見をもとに、活

動を見直し、よりよいもの

にしようとしている。 

17~19 ・今後行う活動について

進んで話し合い、計画を考

えることができる。 

・話し合いをもとに計画

書を作成することができ

る。 

「未来をつくる私たち」 

・テーマごとに発信、活動を行うための計

画を立てる。 

・具体的な計画書を作成する。 

・進んで話し合い、計画を考

えることができている。 

・計画案をもとに計画書を

作成することができてい

る。 

外 

 

 

国語 

（10） 

・筋道の通った文章にな

るように文章全体の構成

や展開を考える。 

国語「わたしたちにできること」 

・提案する文章の構成を考え、伝え合う。 

意見交換 

・「書くこと」において、目

的や意図に応じて簡単に書

いたり詳しく書いたりする

とともに、事実と感想、意見

とを区別して書いたりする

など、自分の考えが伝わる

ように書き表した方を工夫

することができている。 

20~22 ・聞き手に分かりやすく

伝えるための書き方や手

段を考え、内容を整理する

ことができる。 

「未来をつくる私たち」 

・グループごとに調べて分かったことや

考えたことをまとめ、他グループへ提案す

る準備に取り組む。 

・書き方や伝える手段につ

いて考え、内容を整理して

いる。 

 

外 ・同じグループの友達と

協力をしながら活動に取

り組むことができる。 

「未来をつくる私たち」 

・自分たちが考えた取り組みを行う。 

（テーマ別、グループでの活動） 

・協力しながら活動に取り

組んでいる。 

23 

 

・活動について振り返り、

改善策を考えることがで

きる。 

「未来をつくる私たち」 

・実際に活動してどうだったかをグルー

プで振り返り、改善策を考える。また、続

行するか検討する。 

・活動を振り返り、改善策を

考えることができている。 

24 ・グループ間の交流を行

い、さらに改善できること

を考え、実行しようとする

ことができる。 

「未来をつくる私たち」 

・グループで振り返ったことを他グルー

プにも伝え合う。 

・さらに改善できる部分を考える 

・グループでの交流を行う

中で、改善点を考えている。 

25~28 ・２学期の学習活動を振

り返り、相手に伝えるべき

ことは何かをまとめるこ

とができる。 

・グループで自分のやる

べきことを意識し、主体的

に活動に参加することが

できる。 

「未来をつくる私たち」 

・学年で伝え合うための準備を行う。 

・調査結果の発表、発信、活動の呼びかけ

や提案に向けての準備をする。 

・学んだことを振り返り、相

手に伝えることをまとめて

いる。 

・グループの活動に主体的

に参加している。 



29.30 ・相手の発表を聞く中で、

気付いたことや考えたこ

となどを進んで相手に伝

えることができる。 

「未来をつくる私たち」 

・グループのテーマごとに中間発表を行

い相互評価する。 

・学年で伝え合い、学びの共有化をする。 

・発表を聞き、気付いたこと

や考えたことなどを進んで

相手に伝えようとしてい

る。 

31.32 ・学年での発表資料をも

とに ESD 集会に向けたプ

レゼンを作成することが

できる。 

・個人として今後追求し

たいテーマについて考え、

次の活動への意欲を高め

ることができる。 

「未来をつくる私たち」 

・ESD 集会に向けてプレゼン資料を修正

する。 

・学習を振り返り、今後継続して取り組め

ることを考える。 

・グループでまとめたことや、やってきた

ことを基に個人としてもっと追究してい

きたいことを考える。 

・グループで協力して発表

資料を作成している。 

・３学期の活動について考

え、意欲を高めている。 

33.34 

 

・調べ学習に進んで取り

組み、調査メモを作成する

ことができる。 

「SDGs 大一宣言」 

・個人で追究したいテーマについて調べ

学習を行う。 

・進んで調べ学習に取り組

もうとしている。 

35.36 ・調べてわかったことに

ついてまとめ、現状や問題

点について理解、自分にで

きることは何かを考える

ことができる。 

「SDGs 大一宣言」 

・個人で調べたことや２学期までの活動

の中でわかったこと、疑問から社会の一員

として自分にできることは何かを考える。 

・現状や問題点について理

解し自分にできることは何

かを考えている。 

37~40 

 

・問題点から解決策を考

え、「SDGs 大一宣言」を考

えることができる。 

・調べたことについてど

のように発信することで

より効果が高いのかを考

え、まとめることができ

る。 

「SDGs 大一宣言」 

・個人としてどう発信していくのか考え、

まとめる。 

・自分がこれからどのよう

な活動をしていけばよいの

かを考え、「SDGs 大一宣言」

をつくっている。 

41.42 ・個やグループとしてど

のような成果や課題があ

ったのかについて理解し、

まとめることができる。 

「SDGs 大一宣言」 

・自分たちの学習の成果や課題について

発信する。 

・今後も継続して取り組むことを宣言す

る。 

・「SDGs 大一宣言」を通し

て、自分の学習してきたこ

とを発信している。 

43 ・１年間の活動を振り返

る中で、自分たちの成果に

ついて正しく理解し、これ

からの生活について考え

ることができる。 

「SDGs 大一宣言」 

・年間の振り返り 

・学習を振り返り、成果や課題、今後の取

り組みについて個人、全体でまとめる。 

・これまでの学習を振り返

り、まとめることを通して、

自分の生活や地域、社会に

ついて考えている。 

 

 



10 本時（15/43）時間 

（１） 本時の目標 

話し合いを通して、自分たちの活動について考えている。 

（２） 本時の展開 

時
間 ○主な学習内容 ・予想される児童の反応 

◆指導上の留意点、配慮事項 

◇評価規準（評価方法） 

導
入
３
分 

○本時のめあての確認をする。 

 

 

 

 

 

展
開 

 

３
５
分 

○話し合いのポイントについて確認する。 

 

 

 

 

○取り組む活動について発表する。 

 

○発表内容を聞いて考えたことや意見を相手に伝える。 

・自分たちのグループにも取り入れてみたい。 

・もっと〇〇すればいい案になるかもしれない。 

 

○話し合いを受け、取り組む内容について検討する。 

・〇〇の話をもとに、取り組みの改善を考えよう。 

・取り組むことの優先順位を考え直そう。 

・○○さんからのアドバイスを取り入れてみよう。 

 

○話し合った結果について発表する。 

・〇〇さんの意見をもとに、これから□□の活動にも取り組

んでいきたい。 

・出た意見からもう一度考え直したいことができた。 

・意見交換をすることで、考えを整理することができた。 

 

◆ポイントを意識して話し合い

に参加できるよう、聞き手と

話し手の大切なことをおさえ

る。 

 

◆目的や取り組む活動、効果に

ついて発表させる。 

◆自分たちの考えをまとめ、適

切な言葉で説明させる。 

 

 

◇話し合う中で出た意見をもと

に、活動について考えている。

（発表・話し合い） 

◇相手の説明の良い部分や改善

点を的確に伝えている。（話し

合い） 

◆話し合うことでどのような点

が深まったのか。また、考えが

変わった点等について意識し

て発表できるように声かけを

行う。 

ま
と
め
７
分 

○本時の学習について振り返る。 

・意見から活動を見直すことで、考えをより深めることがで

きた。 

・話し合ったことをもとに、これからの自分たちの活動につ

いてさらに考えていきたい。 

◆今後どのように活動を進めて

いくのか、具体的に考えてい

くことを伝える。 

 

自分たちの取り組む活動について意見交換をしよう。 

①自分の考えをわかりやすく伝えよう。 

②相手の考えを聞いて、自分の考えを深めよう。 


